
　 WebFacing V5 HATS V5 HOD V8
基本
機能
コンセプト 既存の5250ユーザーからの切替

を意識した、画面操作性の実
現。基本的にはツールで自動生
成したレベルで十分に使用する
事ができる。

あらゆる5250/3270画面を単純
な仕組みでWeb化する。自動変
換でも十分な機能を実現する
が、HATSスタジオによる強力な
カスタマイズ機能を利用する事
でさらに高度な画面設計が可能

PCOMの代替製品。各PCに個別
にエミュレーターを導入する管理
コストを削減する。

　 5250画面DDSソースより事前に
生成したJSPを利用してWebペー
ジを表示。5250画面と親和性の
高い入力･表現をWebページ上で
表示。よって基本的には
5250DSPFソースファイルが存在
しない画面は使用できない（IBM
がWebFacing用に提供している
システム画面は表示可能。
2004/06現在ではプログラムメッ

5250データストリームをダイナ
ミックにWebページに変換して出
力。あらゆる5250画面でも全て
Webページで使用する事が可
能。一方、5250フィールド属性は
感知しないためデフォルトでの操
作性でPCOMとの差異あり
（HATSスタジオからのカスタマイ
ズで対応可能）。

N/A

特徴 ウィザードによる変換作業だけで
PCOMと同等の操作性を実現す
るアプリケーション実行モジュー
ルを生成。

接続するiSeriesホスト情報の設
定だけで実行用の定義完了。

開発作業は原則不要。

分り易いカスタマイズ機能（ただ
し機能は限定的）

HATSスタジオによる強力なカス
タマイズ機能（Javaスクリプト等
の知識がある方が、よりカスタマ
イズの範囲を広げられる）

　 フィールド属性入力値チェックを
Javaスクリプトでを自動生成
（DDS属性に基づく5250画面に
忠実なキーボード操作の再現）

システム提供画面を表示可能。
（フィールド入力チェック相当機
能もカスタマイズにより対応可
能）

PCOMと同等

5250画面との比較 Webに表示する画面は、オリジナ
ルの5250画面と1対1の画面対
応となる。5250と類似の画面表
示文字数･フィールド数の制約を
最も受ける。

HATSスタジオを利用してカスタ
マイズする事により複数の5250
画面を一枚のWebページにマー
ジして表示する事が可能。（原則
同一iSeries上の複数の5250画
面のマージ）

PCOMと同等。

画面遷移のカスタマイズ 不可。5250画面と同じ画面展開
（画面遷移）となる。

可能。マクロ作成し表示順序な
どを変更可能。

不可。5250画面と同じ画面展開
（画面遷移）となる。

基本的な実行のしくみ バックグラウンドに対話型5250
ジョブを起動。サーバー上で
5250画面をJSPへ変換して出
力。

バックグラウンドに対話型5250
ジョブを起動。サーバー側で
5250画面をHTMLへ変換して出
力。

PCOMの実行モジュールに相当
するアプレットをHODサーバーか
らダウンロード。アプレットは
PCOMと同様TELNET接続。

必要なサーバージョブ HTTP, WAS, WebFacingサー
バー

HTTP, WAS HODサーバー（アプレットダウン
ロード用）

実行可能なアプリケーションの前
提

5250画面のDDSソースファイル
が存在する事

5250/3270アプリケーションであ
れば特になし

5250/3270アプリケーションであ
れば特になし

適用
例
製品の特色を活かした活用例 ・数百画面以上にわたるような大

規模な5250画面を短期間でWeb
化したい。

・プルダウンリストの追加、グラ
フ、表などの追加による見栄え
の良いWeb画面を作成できる。

・PCOMの代替として適用。

・PCOMとの画面操作の親和性
に留意したい場合。

・操作性はPCOMと比較するとブ
ラウザーの癖が出るが、ユー
ザー側は許容できる。

・サーバー再度に一元的にエミュ
レーターの実行モジュール、端
末定義を保持。・PTF適用、リ
リースアップ作業を一回で完了。

･実行時クライアントライセンス料
金が不要なため、コストを抑える
事が出来る。

・DB2,Oracleなど他ＤＢへSQLを
発行し、表にして5250フィールド
と一緒に表示する。

・回線速度の遅い遠隔地・モバイ
ルからの使用時

開発 開発工数 小 小～中 N/A(小)
デフォルトで変換された画面の
携帯電話対応

× × ×

画面カスタマイズ △ ○ ×
　 標準で提供されるカスタマイズ範

囲はイメージの追加、ハイパーリ
ンク等、限定的

イメージに加え、プルダウンリス
ト、表，グラフ表示などを容易に
追加可能。（自由度は比較的高

画面カスタマイズは基本的には
出来ない。

他のWebアプリケーションとの統
合

△ツールで生成したJSPを編集
する事で可能（HATSよりは限定

○カスタマイズ･ビジネスロジック
を追加する事で可能

△HACLを利用

開発時に必須のスキル WASでのアプリケーション構成知
識

WASでのアプリケーション構成知
識

httpサーバー、HODの構成

DDSキーワードの知識 HATSスタジオの操作スキル
あると望ましいスキル Javaスクリプト Javaスクリプト

運用 既存5250アプリケーション変更
時の対応

DSPFの変更が発生した場合
は、そのDSPFを再変換する必要
がある。プログラムロジック変更
など画面定義を変更しない場合
は対処不要。

HATSスタジオなどで画面定義を
していない場合は基本的に対処
不要。HATSスタジオでカスタマ
イズを行なっている場合でかつ、
5250画面の変更が発生した場合
には、HATSスタジオで作成した
画面定義の修正が必要。

特に不要。

機能 システム提供画面（WRKxxxコマ
ンド、WRKQRY等）のWebページ
からの表示

△（IBMがWebFacing用に提供し
ているシステム画面は表示可
能。2004/06現在ではプログラム
メッセージ画面のみ表示可能）

○ ○（PCOMと同じ）

対応ブラウザー IE IE, Netscape IE, Netscape
Field Exitキー ○ ○（ただし、カスタマイズが必要） ○（PCOMと同じ）
キーボードマッピングのカスタマ
イズ（実行キーを右ctrlキーに
マップする等）

△（一部のキーは可能） △（一部のキーは可能） ○（PCOMと同レベル）

ブラウザー強制終了時の動作 バックグラウンドのQINTER対話
ジョブを自動的にENDJOB実行

デフォルトは対応なし。Javaスク
リプトでバックグラウンドQINTER
ジョブをENDJOBするスクリプトを
作成可能

○（PCOMと同じ）ENDJOBを実
行

ワークステーションIDの固定 ×（不可） ○（可能） ○（可能）
対話型CPW 2003年以降発表の8xxでは対話

型カード不要。2002年以前のモ
デルでは対話型カードが必要。

対話型カードが必要。 対話型カードが必要。

サポートするホストインター
フェース

5250 3270 / 5250 3270, 5250, V5, JDBC, CICS
Gatewayアプレット等


